
 



 

はじめに 

―「彼氏がいる」それでも、あなたの言葉は彼女の心に届く― 

こんにちは。この特典を手に取ってくださり、ありがとうございます。 

おそらく今のあなたは、少し複雑な気持ちを抱えながら、毎日を過ごしているのではな

いでしょうか。 

好きな人がいる。でもその人には彼氏がいる。 

職場で顔を合わせるたびに胸がざわつく。 

LINE の返信がくるだけで一喜一憂し、ふとした瞬間の距離感に心が揺れる――。 

これは、簡単に答えが出る恋ではありません。 

だからこそ、他人には話しづらいし、自分の気持ちにも整理がつかない。 

「どうせ彼氏がいるし…」と気持ちを押し殺そうとしながらも、 

心のどこかで、**“彼女の心に少しでも届いたらいいな”**と願っている。 

そんなあなたのために、この特典をお届けします。 

 

■ 恋を諦める前に、“言葉”でできることがある 

人の心は、理屈では動きません。 

どんなに彼氏がいても、どんなに順調そうに見えても、誰かとの関係が「絶対」なんて

ことはありません。 

気持ちは変わります。距離感も変わります。そして、そのきっかけの多くは「会話」の

中に潜んでいます。 

言葉には力があります。 

とくに、職場や日常生活の中で交わす一言一言は、あなたの印象を形づくる大切なピ

ースです。 

ただの同僚から、「なんだか気になる人」になるために。 

恋人とは違う角度から、彼女の心にすっと入っていくために。 



この特典では、彼氏持ちの女性に“違和感なく響く”フレーズを、シーン別に 33 個厳

選しました。 

すべて、恋愛テクニックではなく、**相手の心を尊重しながら距離を縮めていくための

“本当に使える言葉”**ばかりです。 

 

■ 注意点：この言葉たちは「魔法」ではありません 

あらかじめお伝えしておきたいのは、ここに書かれている言葉は「彼氏から略奪でき

る魔法の呪文」ではないということ。 

むしろ、そういう考え方をしてしまうと逆効果になることもあります。 

この特典は、**“焦らず、でも諦めずに、誠実に距離を縮めていきたい”**というあな

たのためのものです。 

彼女が心を開くのは、あなたが与える安心感や信頼感の積み重ねの先にあるもの。 

だからこそ、このフレーズたちを**「距離を詰める手段」ではなく、「信頼を育てるきっ

かけ」**として使ってください。 

 

■ この特典の構成について 

本特典は以下の 3 つのパートに分かれています。 

1. Part1：日常会話で“印象を残す”フレーズ（11 選） 

 職場やランチなど、日常のちょっとした場面で使える一言。 

2. Part2：LINE やメールで“心の距離”を詰めるフレーズ（11 選） 

 彼氏との関係を壊さず、あなたの存在を自然に印象づける言葉。 

3. Part3：“特別感”をさりげなく匂わせるフレーズ（11 選） 

 あなたを「ただの同僚」ではなく「ちょっと特別な人」と意識させる言葉。 

どれも、**“あなたらしい優しさや誠実さを活かす”**ことを重視したものばかりです。 

使い方のポイントもあわせて記載しているので、あなたの状況に合わせて、無理なく

取り入れてください。 

 



■ 最後に：あなたの恋が報われることを願って 

もし、彼女が誰かと付き合っていなければ、きっともっと素直に気持ちを伝えられたは

ず。 

でも、状況がどうであれ――「好き」という気持ちは、誰かを傷つけるものではなく、あ

なたの大切な一部です。 

この特典が、あなたの心の背中をそっと押せる存在になれたら幸いです。 

それでは、次のページから「Part1：日常会話で“印象を残す”フレーズ（11 選）」をお届

けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Part1：日常会話で“印象を残す”フレーズ（11 選） 

―職場でのさりげない言葉が、恋のきっかけになる― 

「好きです」なんて言えない。だけど何も言わないままだと、ただの同僚で終わってし

まう――。 

そんなもどかしい関係性を少しずつ変えていくには、日常のさりげない“ひと言”の積

み重ねが一番効きます。 

ここでは、職場の会話や何気ないやり取りの中に忍ばせることで、 

彼女に「この人、ちょっと特別かも」と思わせる 11 の言葉をご紹介します。 

 

❶「そういうとこ、なんかいいよね」 

何気ない行動に気づいて、それを口に出すことができる人は少ないものです。 

たとえば彼女が忙しい中でも後輩を気遣っていたり、気配りのある対応をしていたとき

に、 

「そういうとこ、なんかいいよね」 

と、ふっと言うだけで印象は大きく変わります。 

ポイントは、“なんか”という曖昧さです。 

「好き」と言わないけど、「良い」と思っていることは伝わる――。 

この曖昧さが、彼女の心の中に“余韻”を残すのです。 

 

❷「それ、○○さんらしいね。なんか、いい意味で」 

名前を呼びつつ“その人らしさ”を認めるフレーズは、心に残ります。 

たとえば彼女が独自のやり方で資料をまとめていたときなどに、 

「それ、○○さんらしいね。なんか、いい意味で」 



と言ってみてください。 

“自分らしさを理解してくれる人”は、女性にとってとても貴重な存在です。 

彼氏がいても、「この人とは自然体でいられるな」と感じてもらえるきっかけになりま

す。 

 

❸「○○さんがいると、なんか場が和むね」 

一緒にいる空間そのものに価値を見出す言葉です。 

単なる褒め言葉とは違って、“その人の存在”を肯定しているという点がポイント。 

職場での休憩中、ちょっとした雑談の場などで使うと効果的です。 

誰もが「自分がそこにいていい理由」を求めています。 

その欲求に、あなたの言葉が優しく応えてあげましょう。 

 

❹「そういうセンス、好きだなぁ」 

“好き”という言葉を使いつつも、対象はあくまで「センス」にとどめる。 

この距離感が絶妙です。 

たとえば彼女が私物の小物や洋服、スマホケースなどを使っていたときに、 

「そういうセンス、好きだなぁ」 

とさらっと言うと、好意を伝えつつも押しつけがましくならない。 

しかも、「ちゃんと見てくれてるんだ」という安心感にもつながります。 

 

❺「○○さんって、芯があるよね」 

見た目や振る舞いを褒めるのではなく、内面の価値に触れる言葉です。 

女性にとって、自分の中身を評価されることは特別な意味を持ちます。 

一度この言葉を言われると、「この人は他の人とはちょっと違う」と思ってもらえる可能

性が高まります。 



 

❻「俺だったら、○○さんみたいな人に惹かれるかも」 

やや攻めたフレーズですが、「仮定」として伝えることでソフトな印象に。 

これによって、“あなたが異性として見ている”という事実が、やんわり伝わります。 

ポイントは、「もし俺が誰かを好きになるなら、○○さんみたいな人」というスタンスで

あること。 

真っすぐではないからこそ、心に引っかかるのです。 

 

❼「○○さんと話してると、なんか落ち着く」 

このフレーズは、あなたが感じている“心地よさ”をシンプルに伝える言葉です。 

感謝や好意とは違うけれど、“一緒にいる時間”に価値を置いていることが伝わりま

す。 

彼女の中で「この人と一緒にいると安心する」という印象が積み重なれば、 

あなたの存在は“日常に欠かせない空気のような存在”に近づいていきます。 

 

❽「さすがだね、○○さんって」 

短くても強い印象を残す言葉です。 

ここでの「さすが」は、その人に対する信頼や期待感の表れです。 

もちろん、ただのお世辞にならないよう、 

具体的な行動や成果に対して使うことが大前提です。 

 

❾「その考え方、俺はすごく共感する」 

価値観に共感するという行為は、男女問わずとても嬉しいもの。 

とくに、“考え方”への共感は、内面的なつながりを生みやすいです。 



意見や提案に対して、安易に否定せず、肯定しながら受け止める。 

それが、「この人には素直に話せる」と思ってもらえる第一歩です。 

 

❿「○○さんって、もっと評価されるべき人だよね」 

これは少し踏み込んだフレーズですが、効果は抜群です。 

周囲が見逃している彼女の魅力を、“自分だけは分かっている”という姿勢で伝えるこ

とで、 

あなたの存在がぐっと特別なものになります。 

自己肯定感を高める言葉は、深く印象に残ります。 

 

⓫「いつも頑張ってるの、ちゃんと伝わってるよ」 

最後に、日々の努力をねぎらうこの一言。 

彼氏がいてもいなくても、「誰かに見ていてほしい」「気づいてほしい」という気持ちは、

誰にでもあります。 

表面上は平然としていても、心の中では疲れている日もある。 

そんな時にこの言葉をかけられたら、彼女はきっとあなたのことを忘れられなくなりま

す。 

 

▷ この章のまとめ 

これらの言葉は、どれも“強くない”“押しすぎない”けれど、確実に彼女の心に届く種

です。 

焦らず、でも確実に、“言葉”で信頼を育てていくことで、彼氏という存在の外側から、

少しずつ彼女の心に入っていくことができます。 

 

 



 

Part2：LINE やメールで“心の距離”を詰めるフレーズ（11

選） 

―文章だからこそ、心に残る温度がある― 

LINE やメールといったテキストのやりとりには、「面と向かっては言えない本音」や「さ

りげない優しさ」を込めやすいという強みがあります。 

ここでは、**彼氏がいる彼女の心を少しずつ開くための、心地よい距離感を保った

“文章の魔法”**をお届けします。 

直接的すぎず、でも確実に“あなたらしさ”を届ける 11 のフレーズを厳選しました。 

 

❶「ちょっとだけ○○さんに話したいことがあるんだけど、今いいかな？」 

この一言には、「あなたを特別扱いしている」というメッセージが込められています。 

内容が大したことでなくても、「ちょっとだけ」「○○さんに」という部分が、彼女の心に

引っかかるポイント。 

彼氏がいても、誰かに“特別に必要とされる”とき、人は弱くなります。 

この言葉は、心の扉をノックする最初の鍵です。 

 

❷「さっきの○○さんの反応、めっちゃ良かった（笑）」 

これは、同じ空間を共有していたときの**“余韻”を言葉にするフレーズ**です。 

LINE を通じて、仕事終わりや帰宅後にふと送ると、 

「さっきのあなたが印象に残ってる」というニュアンスが伝わります。 

「ちゃんと見てたよ」という優しい視線が、テキスト越しに伝わる瞬間です。 

 



❸「○○さんって、返信が遅くてもなんか許せる（笑）」 

返信が遅いことに対してのクレームではなく、“あなたの存在ならそれすら気にならな

い”という余裕のある好意を伝える言葉。 

恋愛感情を強く出すことなく、 

「返信が遅くても大丈夫」 

「むしろ、そういうところも含めて好感を持ってる」 

そんな雰囲気を醸し出すことで、あなたに対する安心感が増していきます。 

 

❹「この前言ってた○○、覚えてるよ」 

小さな会話を覚えているということは、それだけで相手にとって“特別”の証。 

しかもそれをテキストでサラッと伝えることで、より深い印象になります。 

「え、そんなの覚えてたの？」 

その驚きが、「大事にされている」という感覚に変わります。 

 

❺「○○さんって、人の疲れとかちゃんと察してるよね。すごいなって思っ

た」 

人に見えづらい優しさや気配りを文章で指摘されると、心に残りやすいです。 

とくに彼氏がいる女性は、「彼氏とは別の角度で評価される」と無意識にその人を意

識します。 

評価される“目線”を変えることで、あなたの存在に新しい価値を感じさせましょう。 

 

❻「なんか○○さんに LINE するの、安心するんだよなぁ」 



“安心感”というキーワードは恋愛において非常に重要です。 

このフレーズは、恋愛的な好意というよりも、一緒にいて落ち着ける相手という印象を

自然に伝えます。 

特別な内容でなくても、「誰といると落ち着くか」は、恋愛のスイッチを入れるきっかけ

になります。 

 

❼「今日もなんか、○○さん頑張ってたなって思った」 

LINE だからこそ使える、“誰にも言わない小さな応援”の言葉。 

直接言うには照れくさい。でも LINE なら届けられる。 

そんな、人知れず見守っている感覚が伝わります。 

頑張っていることに気づいてくれる人の存在は、どんな立場の人にとっても励みにな

ります。 

 

❽「これ見た瞬間、○○さん思い出した（笑）」 

画像やリンクを送るときに添えると効果的な言葉。 

直接的な感情表現ではありませんが、 

「あなたのことを思い出す瞬間がある」 

という事実が、相手の心にじんわりと広がっていきます。 

“思い出された”という経験は、その後の LINE の返信にも温度を生みます。 

 

❾「今度、○○さんが好きそうなお店見つけたんだよね」 

これは「デートに誘う」というより、“あなたの好みを気にかけている”というメッセージ

です。 

彼氏がいる女性に対して、恋愛圧力なく関心を示せる一言。 



この一言が自然に出てくるようになったとき、 

あなたの存在は“ただの同僚”から一歩踏み込んだ場所にいます。 

 

❿「なんか今日、○○さんらしくなかった？大丈夫？」 

少し繊細なフレーズですが、相手の変化に気づいていることをさりげなく伝えられるの

がポイント。 

ただし、「重たくならないように言葉選びに注意」する必要があります。 

“見抜かれた”という体験が、彼女の中に「この人だけには気を許してしまう」感覚を育

てます。 

 

⓫「こういう話、○○さんにしかできないなって思って」 

このフレーズは、“信頼”と“特別感”の両方をセットで届ける一言です。 

相手に相談する形でも、軽い雑談の延長でも使えます。 

彼氏がいる状況でも、 

「私にしか見せてない顔があるんだ」 

と思わせることが、あなたへの興味を深めていく鍵になります。 

 

▷ この章のまとめ 

LINE やメールは、“言葉の温度”をコントロールできる恋愛ツールです。 

直接アプローチできない彼氏持ちの女性にも、無理なく心の距離を詰めていくことが

できます。 

焦らず、でも確実に。 

「この人と LINE してると落ち着く」 

「なんだか、やりとりが心地いい」 

そう思わせるメッセージの積み重ねが、彼女の心に静かに波紋を広げていきます。 

 



 

Part3：「“特別感”をさりげなく匂わせるフレーズ（11 選）】 

―恋のスイッチは“自分だけ特別かも”の錯覚から始まる― 

人は、「みんなに優しい人」より「自分にだけ少し優しい人」に惹かれます。 

とくに彼氏がいる女性の場合、正面から好意をぶつけるのではなく、「あれ？もしかし

て私だけ？」と思わせる距離感がとても重要です。 

この章では、職場・LINE・ちょっとしたやりとりの中で自然に使えて、 

なおかつ**“あなたを異性として意識させる”特別な言葉**を 11 個ご紹介します。 

 

❶「○○さんって、たまに無防備なとこあるよね。なんか見ててドキッとする」 

一見すると何気ない観察ですが、“あなたを異性として見てます”という事実を静かに

伝えるフレーズ。 

あくまで“たまに”という限定的な表現で匂わせるのがポイントです。 

「ドキッとした」という言葉は、相手の心に“異性として意識された”という種を植えま

す。 

 

❷「これ、○○さんだけに言うんだけど……」 

この“だけに”という言葉が持つ威力は非常に強力です。 

誰でも、「自分が特別扱いされている」と感じると、その人の存在が心に残ります。 

たとえ軽い雑談でも、“あなただけ”という特別感があると、彼女の中であなたの印象

は明らかに変わります。 

 

❸「そういうとこ、彼氏さん羨ましいなって思う」 



あえて彼氏の存在を認めつつ、“あなたの魅力に気づいている”と伝える上級テクニッ

ク。 

あからさまな略奪感を出さずに、「本当は俺が好きだけど言わないよ」というスタンス

を感じさせます。 

控えめな嫉妬心は、彼女の心に不思議な引っかかりを残します。 

 

❹「○○さんと話すと、なんか“素”に戻れるんだよね」 

これは、“他の人とは違う心地よさ”を彼女に与えている証拠として使えるフレーズ。 

「一緒にいて疲れない」と感じさせることは、恋愛感情の土台となる安心感につながり

ます。 

“素に戻れる相手”というポジションは、彼氏とも共有していない可能性が高い“居場

所”になります。 

 

❺「○○さんって、他の人とはちょっと違う空気あるよね」 

あくまで抽象的に褒めることで、彼女自身も「なんでだろう？」と考えるようになりま

す。 

これは**「言葉にできない特別感」＝“感覚レベルの好意”**を匂わせるテクニック。 

彼女の無意識に残るような言い回しが、じわじわと効いてきます。 

 

❻「○○さんが相手だと、変な緊張しないんだよな」 

このフレーズは、あなたの“心を開いている感覚”を自然に伝える言葉。 

「俺はあなたを信頼してる」「心地よさを感じてる」というメッセージが詰まっています。 

彼女も同じように感じていたなら、あなたとの関係性に対して「この距離感、ちょっと心

地いいかも」と思い始めます。 

 



❼「○○さんと話してると、時間経つの早くない？」 

これはシンプルですが強力な“共感誘導フレーズ”です。 

「あなたと過ごす時間が楽しい」と言わずに伝えることができます。 

彼女が少しでも「たしかに…」と思えば、それはすでに恋の予感の始まりです。 

 

❽「他の人には言わないけど、○○さんには素直に話せる」 

この言葉は、あなた自身が「○○さんだけに心を開いている」ということを示すと同時

に、 

彼女に「この人も私を信頼してくれている」と思わせるダブル効果があります。 

信頼の先にある特別感。それが恋愛へと変わっていくプロセスです。 

 

❾「今日の○○さん、ちょっと雰囲気違っててドキッとした」 

この言葉は、ファッションや髪型などの変化に対して使えます。 

“変化に気づいてくれた”という事実は、女性にとって非常に嬉しいものです。 

しかも「ドキッとした」と伝えることで、“異性としての意識”を軽く示唆することができま

す。 

 

❿「○○さんって、たまにズルいくらい魅力的になるよね（笑）」 

ジョークを交えつつ、“自分では自覚していない魅力”を指摘する高度なテクニック。 

「ズルい」という表現には、「俺は我慢してるよ」というニュアンスがあり、 

彼女はそれを無意識に“遠回しな好意”として受け取ります。 

 

⓫「俺の中で、○○さんはなんかちょっと特別な存在だよ」 



この言葉は最も直接的ですが、文脈さえ整えば非常に効果的です。 

「恋愛感情です」とは言っていないが、「他の人とは違う」と断言することで、 

彼女は自分の中でもあなたの存在を“特別枠”として分類し始めます。 

関係性が深まってきたタイミングで使えば、一気に距離を縮められる一言です。 

 

▷ この章のまとめ 

彼氏がいる女性の心を開くには、“恋愛の匂い”を漂わせつつ、正面からは押し込ま

ないのが鉄則です。 

この章のフレーズたちは、「あれ？この人、私にだけちょっと違う…？」と思わせるた

めの鍵です。 

特別感は押しつけではなく、空気で伝えるもの。 

そして一度でも“自分だけに向けられた好意”を感じたとき、女性の心の中にあなたの

居場所が生まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

まとめ 

―言葉は、距離を詰める「最初の橋」になる 

ここまでお読みいただき、本当にありがとうございます。 

あなたはきっと、軽い気持ちではなく、真剣に誰かを想い、どう関わるべきか悩んでい

る方だと思います。 

この特典でご紹介した 33 の言葉たちは、どれも「彼氏がいる女性に対して、無理な

く・誠実に・少しずつ」関係性を深めていくためのものでした。 

直接アプローチするには早すぎる。でも何もしなければ、ずっと“同僚のまま”で終わ

ってしまう――。 

その中間地点で、「ちょっと気になる存在」へと昇格するための言葉として、ぜひ使っ

てみてください。 

 

活用上の注意点 

―この言葉たちは、“使い方”を間違えると逆効果になる 

どれだけ優れたフレーズであっても、“状況”や“空気”を無視して放ってしまえば、そ

れはただの独りよがりになります。 

ここでは、活用の際に気をつけていただきたいポイントを 3 つに絞って解説します。 

 

【1】「言うタイミング」ではなく「伝わるタイミング」が重要 

たとえば彼女が明らかに疲れていたり、イライラしていたり、 

恋愛に関する話題を避けている時に「特別感のある言葉」を投げると、重たく・不自然

に感じられてしまうことがあります。 



大切なのは、「自分が言いたい時に言う」のではなく、 

「相手が受け取れる状態か」を見る感性です。 

会話のテンポ、相手の表情、LINE の返信スピード。 

小さなサインを読み取る力こそが、言葉を“活きたもの”に変えます。 

 

【2】褒めすぎると、信頼よりも「営業トーク」になる 

「素敵ですね」「可愛いですね」「センスいいですね」 

…そんな言葉も、頻度やテンションを間違えると“下心”や“わざとらしさ”に映ってしま

います。 

彼氏持ちの女性は、無意識にこう思っています： 

「どうせ誰にでも言ってるんでしょ？」 

だからこそ、あくまで“自然体で、少なめに、でも丁寧に”が正解。 

たまにポロッと漏れる本音のような褒め言葉のほうが、何倍も刺さります。 

 

【3】「距離を縮める言葉」は、押しすぎないことが最大のポイント 

この特典に出てくる言葉たちは、“アプローチ”ではありません。 

あくまで、「あなたの存在を少しずつ印象づける」ための道具です。 

だからこそ、焦って連発したり、感情を乗せすぎたりするのは逆効果。 

言葉はきっかけでしかなく、 

本当に彼女があなたに心を開くのは、“安心できる関係性”の上に築かれた信頼で

す。 

 

 



今後の使い方 

―恋愛の主導権は、“急がない人”が握っている 

彼氏がいるという現実は、あなたにとって「壁」のように思えるかもしれません。 

でも実は、それは**彼女の心の中でも“揺れている不確かな状態”**である可能性が

あります。 

そんなときに、真正面からガツガツ押してくる人ではなく、 

“静かに寄り添ってくれる存在”に、人は心を許していくのです。 

この特典の言葉たちは、“恋に急がず、でも諦めずに”進みたいあなたの武器になり

ます。 

 

▽ ステップアップしていくための 3 つの心得 

1. 観察する（相手の表情・言葉・空気を読む） 

2. 余白を与える（沈黙や間を恐れない） 

3. 言葉より“安心感”を積み重ねる 

これを意識しながら、33 のフレーズを状況に応じて活用してください。 

「今日、この言葉が使えるかもしれない」と思ったときがチャンスです。 

 

最後に：あなたの恋が“ちゃんと報われる”日を目指して 

たとえ、今はまだ彼女の心が他の誰かに向いていたとしても、 

あなたが日々、言葉や態度で信頼を育てていけば、 

それは必ず「あなたにしか築けない関係性」へと変わっていきます。 

焦らず、諦めず、誠実に。 

この特典が、あなたの“優しい片思い”を前に進める一歩になれば幸いです。 

ご縁に感謝を込めて。 


